
今、世界では、地域や環境に配慮した旅体験が求められています。
歴史や伝統⽂化に裏付けられた⾐⾷住やものづくりといった「暮らしの営み」を、
⾒える化し、持続可能な観光コンテンツとして経済循環につなげることが重要です。
本講演では、岐⾩県や兵庫県での実践事例をもとに、地域が国内外から選ばれるための
観光づくりの基本的な考え⽅をお伝えします。
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下記のいずれかの⽅法にて
・QRコード読み取り
・TEL（0599-25-2751）
・FAX（0599-26-4988）

岐⾩県観光交流推進局⻑として独⾃のブランド戦略を構築し、
インバウンド誘客を拡⼤。現在はサステナブル・ツーリズムを軸に、
全国で⼈材育成・商品開発・地域づくりを⾏う。
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講師紹介

他地域の実践事例から、⿃⽻の特⾊を商品化・体験化するヒントを得られる機会です。
宿泊・飲⾷・⼟産物など、観光に関わる事業者の⽅はぜひご参加ください。

主催：⿃⽻商⼯会議所（担当：岩﨑・曽根崎）


